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１．はじめに
　　従来から，「地理教育は地図に始まり，地図に終
わる」( 大塚 1990) と指摘されるように地理教育の中
核と考えられてきた．それは，地図が地理学や関連諸
科学において本質的な役割を果たしているとともに，
他の学問分野，さらには日常の社会生活の上でも活用
可能な内容を含んでいるからである．とりわけ，地形
図学習は「身近な地域の調査」などといった学習項目
ともかかわりをもちながら，極めて重視されてきた．
　日本において，２万 5000 分の１の地形図は，国土
全体を覆う最も大きな縮尺の基本図として整備されて
きた．しかしながら，情報化の進展を背景として，測
量法の改正，地理空間情報活用推進基本法が成立した
ことにより，デジタルデータを中心とする電子国土基
本図体系に移行した．このことは，中等教育における
地図教育に大きな影響を与えることになる．そこで本
稿では，電子国土基本図体系のもとでの中等教育にお
ける地図・地形図教育の在り方，方法について検討す
ることを目的とする．
２．地理教育における地形図学習の意義
　地理教育においては，従来から地形図を用いた学習
活動が重視されてきた．
　櫻井 (1999) は，野外観察と関連させつつ地形図学習
の意義を次のように述べている．
「野外観察では，非常に多くの情報が目に飛び込んで
くる．いいかえれば，雑音が多すぎる．同時に，そう
した観察をしたところは，いくつかの地点であり，あ
るいはルートで得られた線的な，ないしは断面的な
データにすぎない．そのため観察を一般化するのは，
子どもには難しいことが多い．この一般化のために地
図が役に立つのである．」
　また，田代（2009）は，地形図について，等高線や
各種の地図記号，注記をじっくり見ることにより地域
の様子を理解することができること指摘しつつ，「多
目的に使える一般図であるから，その気になって使え
ば地域情報の宝庫であるが，使う側に一定の知識がな
いと味気なくとっつきにくい地図と思われてしまうだ
ろう．」と述べ，適切な教育が必要であることを主張
している．
　同様の主張は古くからなされている．地震学者とし
ても著名な寺田は「地図を眺めて」という随筆で次の
ように記している（寺田 1934）．
　「当世物は尽くし」で「安いもの」を列挙するとし
たら，その筆頭にあげられるべきものの一つは陸地測
量部の地図，中でも五万分一地形図などであろう．一
枚の代価十三銭であるが，その一枚からわれわれが学
べば学び得らるる有用な知識は到底金銭に換算するこ
とのできないほど貴重なものである．（中略）もっと
も物の価値は使う人次第でどうにもなる．地図を読む
事を知らない人にはせっかくのこの地形図も反古同様
でなければ何かの包み紙になるくらいである．（中略）
しかし「地図の言葉」に習熟した人にとっては，一枚
の図葉は実にありとあらゆる有用な知識の宝庫であり，
もっとも忠実な助言者であり相談相手である．（以下
略）
　地形図には，地域に関する多くの情報が記載されて
おり，比較的狭い地域の諸相を理解するためには重要
なツールと考えられてきたのである．ただし，その読
解のためには一定の訓練が必要で，それが地理・地図
教育の役割と考えられてきたのである．
　一方，渋沢 (1989) は，学校における地図教育の中心
が地形図学習にあるという現状に対して，生活の中に
ある様々な地図の活用を促す指導を充実させるべきで
あると主張した．同様に，米地 (1990) も，官製地形図
の読図は，実際の日常生活では用いることが少ないに
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もかかわらず，地理教育で重視されていることに疑問
を呈し，むしろ道案内の地図など実際的な地図活用能
力を伸ばすことに重点を置くことを提言している．
　現在の地理教育においては，道案内の地図などを書
く技能，地形図以外の地図についての特色などについ
ての学習も重視されている．例えば，中学校学習指導
要領解説社会編（文部科学省 2008）および高等学校
学習指導要領地理歴史編（文部科学省　2009）におい
て，地図に関する技能に中に次のように記されている．
　①　地形図や市街図，道路地図，案内書の地図など
に慣れ親しみ，どこをどのように行けばよいのか，見
知らぬ地域を地図を頼りにして訪ね歩く技能を身に付
けること．
　こうした指摘を踏まえて，イラストマップや道路地
図，観光地図などの活用についても教科書にも取り入
れられてはいる．しかしながら，イラストマップや道
路地図，観光地図などは紹介程度の扱いで，具体的な
学習対象となっている場合は少ない．また，中学校及
び高等学校の教科書では，地域調査の学習の中でイラ
ストマップを書くという事例は示されているが，作図
上の留意点など具体的な指摘はほとんどなされていな
い．その理由は，イラストマップや道路地図，観光地
図は，それぞれの目的に合わせて作成されているため
地図ごとに作図上あるいは読図上の留意点は異なって
いることにある．それぞれ個別に扱うことは学習時間
の制約から不可能であるので，いずれの「地図」にお
いても共通の基盤となる内容が重視されることとなる．
その共通基盤を備えているのが「地形図」であると考
えられるので，中学校や高等学校では「地形図」が地
図学習の中核となってきたのであろう．
　地図の共通基盤とは何か．それは，地図は，地表面
の諸事象を一定の基準に従って縮小して描いたモデル
ということであろう．そのモデル化に当たっての規準
が明示されていることが「地形図」が地図学習の中核
となった最も大きな理由と考えられる．
　モデル化に当たって重視する基準は，第１に「縮尺
（スケール）」に関わることである．地形図では縮尺が
明示され，描かれている範囲内では同じ縮尺で描かれ
ている．イラストマップ等ではその目的から中心にな
る事象を強調して表示するため必ずしも縮尺が正しい
わけではない．また，平成 20 年版中学校学習指導要
領によれば，「地域の諸事象を位置や空間的な広がり
とのかかわりでとらえ，それを地域の規模に応じて」
考察することが目標の一つとされる．「縮尺（スケー
ル）」が明示されていることは規模とのかかわりで捉
える上で本質的な要素でもある．
　第２の基準が「記号化」である．地形や植生，道路，
建造物など土地の様子を端的に表現する工夫が記号化
である．地形図では，記号化する対象や記号が明示的
に示されており，凡例が添えられている．地形図図式
に示された地図記号は，地形図以外にも一般に使われ
ているものが多い．
　第３の規準は，地形図という名称が示すように「地
形」表現に関する規則である．一般の道路地図などで
は，地形表現が全くなされていない場合も少なくない．
しかし地形図においては水準点等の高さの基準点と数
値が記載されている．より重要な手法として等高線と
いう表現方法を用いて面的に土地の起伏が表現されて
いることである．これによって地形の把握が可能とな
る．平成 20 年版中学校学習指導要領によれば，地理
学習の目的の一つに「環境条件や人間の営みなどと関
連付けて」考察することがあげられている．環境条件
の一つとして地形は重要な意味をもつものと考えられ
ており，地形が表現されているということが重要な意
味を持っているのである．
　また，「地形図」が学校教育で重要視されてきたも
う一つの理由は，全国規模さらには世界的規模で整備
されていることによる．日本においては，５万分の１
の地形図は，1895（明治 28）年に整備が開始され，
1924（大正 13）年には日本全国の整備が終わっている．
同じく，２万 5000 分の１の地形図は 1910（明治 43）
年に整備が開始され，1983（昭和 58）年に全国整備
が完了している．つまり学校の所在地に関わりなく共
通に学習できる学習素材なのである．一方，道路地図
や観光地図などは需要のある地域では数多く刊行され
ているものの必ずしも全国的に利用できるというもの
ではない．また，「地形図」は日本だけでなく多くの
国で政府機関が国土管理の基本図として作成し，一般
‒ 31 ‒
地形図体系の変容とこれからの地図教育
に公開・配布されているのである．すなわち日本の「地
形図」を学習すれば，外国の「地形図」も活用できる
のである．もちろん，記号などは各国の事情によって
異なっているが，それらを覚えていなくても，地図の
凡例に明示されている．
　地理・地図教育で地形図が重視されるのは，わが国
に限ったことではない．地形図が一般に公開されてい
る国においては，地理の学習の中に，地形図の学習は
必ず組み込まれている．いってみれば，「地形図」の
学習は地理・地図を学ぶうえでの共通の言語を学ぶと
いうことになる．
３．電子国土基本図体系における地形図
　2013（平成 25）年 11 月に電子地形図 25000 の発行
が開始された．
　これまでも，地形図の図式等が何度か変更されてき
たし，2002（平成 14）年には，日本測地系から世界
測地系に変更されるなど大きな変化もあった．しかし
ながら，２万 5000 分の１地形図は国土全体をカバー
する最も大きな縮尺の基本図であり，空中写真や現地
調査に基づいて作成された実測図であること，基本的
には紙媒体として提供されてきたことについて変化は
なかった．
　しかし 2007（平成 19）年に制定された地理空間情
報活用推進基本法の成立によってこの状況が大きく変
化した．すなわち，地理空間情報活用推進基本法では，
情報通信技術の発達を背景として，コンピュータ上で
地図情報を扱うことを前提とし，基盤地図情報を国が
提供することになったのである．基盤情報とは，測量
の規準点，海岸線，公共施設の境界，行政区画などか
ら構成されており，一定の精度を持つことが必要とさ
れている．都市計画区域においては，従来の紙地図で
言えば縮尺 2500 分の１の精度，それ以外の地域では
従来の２万 5000 分の１地形図の精度である．そのた
め，都市計画区域内の基盤地図情報は，地方公共団体
が作成した都市計画基図や道路台帳図など定められた
精度を持つデータを，都市計画区域外の基盤地図情報
は２万 5000 分の１の地形図を利用して作成されるこ
ととなった．国土地理院では，こうして作成された基
盤地図情報と等高線や，植生，構造物など土地の状況
を示す項目をまとめて，電子国土基本図（地図画像）
として提供することとなった．電子国土基本図には地
図画像の他，オルソ画像（空中写真を補正し正しい位
置情報を与えたもの）と地名情報の３つのデータが存
在する．これらは，いずれも ICT の発達を背景とし
たデジタルデータである．デジタルデータは，GIS な
どコンピュータ上で扱うには都合がよいが，日常的な
利用に当たっては，デジタルデータを視覚的に表現し
て提供する必要がある．電子地形図 25000 は，２万
5000 分の１の縮尺で電子国土基本図のデジタルデー
タを紙面に表現したものである．すなわち，電子地形
図 25000 は，電子国土基本図の提供形態の一つであり，
ここに従来の地形図と大きな違いがある．主な違いは，
次の５点に要約されよう．
　第１の点は，電子地形図 25000 は実測図ではないと
いうことである．従来の地形図は国土の基本図として
の性格を有しており，地形図作成を目的として空中写
真の撮影，実地調査が行われ，作成されてきた．一方，
電子地形図は電子国土基本図のデータをもとに作成さ
れたいわば編集図である．
　第２点は，電子地形図 25000 は文字通り，電子的に
保存されたデータから生成されている点にある．従来
の地形図体系では，紙に印刷されたものが正式版であ
り，紙の大きさやその中に記載される範囲など固定さ
れていた．電子地形図においても，２次メッシュ単位
で固定された図郭を選択することもできるが，範囲，
画像のサイズや向きなど使用者のニーズに合わせて変
えることができる．また，道路や鉄道の表現方法など
も変えることができる．
　第３点は，電子地形図 25000 は全国統一した精度で
描かれていないことである．もととなる基盤地図情報
に都市計画地域と都市計画地域外の２つの基準を有し
ているため，電子地形図 25000 においても２つの基準
が混在している．その結果，その境界をまたぐ場合に
は１枚の地図の中に２つの精度の表現がみられること
となる．
　第４の点は，第３の点ともかかわっている．すなわ
ち，電子地形図では精度が保証されないデータは原則
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記載されないということである．例えば植生界などが
ある．植生界は，現行の地形図から読み取ったデータ
を基本情報の付属資料として添付しているが，標準で
は表記されない．また，工場なども表記されない．建
造物であることは認知できたとしても，実際に工場で
あるかどうかは厳密な調査がなされない限り定かには
ならないし，情報化社会においては，工場という概念
そのものにも揺らぎが生じていることも要因であろう．
　第５の点は，時期特定の問題である．従来の地形図
の場合，印刷図という制約もあって，地図作成の時期
が程度固定されていた．一方，電子地形図においては，
もととなる基盤地図が更新されるとそれに従って自動
的に更新されるという．より現状に近い地図の提供と
いう面においては非常に優れているが，極端な場合出
力の度に情報が変わっているということになりかねな
い．
４． 現行の地理教科書における地形図の扱いと電子地
形図 25000
（１）　現行の地理教科書における地形図の扱い
　従来の地形図体系から，電子国土基本図体系に変更
されることによって，地図・地形図教育の変更は不可
避である．どのような変化がもたらされるか検討して
いく．まず，現状において，中学校及び高等学校の教
科書では地形図はどのように扱われているかをみてい
く．中学校は東京書籍版と帝国書院版，高等学校は二
宮書店版と帝国書院版を分析対象とする（第１表）．
　まず，中学校社会地理的分野では，検討した２社と
もに，地形図活用能力を地理的技能と位置づけ，特別
にページを設けている．
　東京書籍版では地形図については前後２か所に分か
れて掲載している．前半２ページは，日本の自然環境
を扱う椄の中に設けられている．ここでは，地形図の
基本として，縮尺・方位・等高線・地図記号を取り上
げている．縮尺，方位，地図記号を具体的に学ぶ課題
として，地図を使った道案内が示されている．また，
等高線については等高線の種類が示されたのち，断面
図の作成と尾根と谷を見分ける具体的な例題が示され
ている．さらに等高線間隔から傾斜を比較する作業も
課せられている．
　これらの内容を基に，日本の諸地域の学習の図版の
中で地形図を用いて説明している．２つは地形（扇状
地と三角州），１つは都市形態（条坊制）である．い
ずれも空中写真を併用している．
　後半はやや応用的な内容である．これは身近な地域
の調査を扱う節の中におかれている．土地利用と地形
の関係，地域の変容等を読むことが主体となっている．
そのうえで，地域調査での利用としては，新旧の地形
図を用いた土地利用の変容が記述されている．
　帝国書院版では身近な地域の活用を扱う節の中に３
ページをまとめている．前２ページで縮尺，方位，地
図記号が扱われる．後の１ページで等高線と土地利用
の読み取りが扱われている．また，地域調査での利用
は新旧地形図から地域変容を読むことが記載されてい
る．
　中学校に比較すると高等学校において地形図はより
多く使われている．地理Aは２単位と限られた単位
数ではあるが，応用的な利用方法まで踏み込んでいる．
　二宮書店版では，学習指導要領内容 ( ２) 生活圏の
諸課題の地理的考察のなかで，地形図を集中的に扱っ
ている．合計７ページであるが，最初の２ページは中
学校で学ぶ地形図の基本とほぼ同じ内容である．その
後２ページで，長崎を題材に，地形図から具体的な地
域の特徴を読み解いている．さらに，２ページで地形
（峡谷，扇状地）と集落（城下町，ニュータウン）をテー
マの４枚の地形図の読図を行っている．新旧地形図の
比較には，２ページをあてているが，小説の一節を使
うなど工夫がみられる．また，防災と関わらせながら
１ページの読図（自然堤防）がある．
　帝国書院版においても地形図学習に７ページをあて
ている．うち４ページは地形学習の中で扱われる．二
宮書店版と同じく２ページは中学校でも学ぶ地形図の
基本を扱い，残りの２ページを特長的な地形（V字谷，
河岸段丘，三角州，自然堤防と後背湿地）の読図にあ
てている．後半の生活圏の諸課題に関わる部分では３
ページを使っている．１ページは，縮尺の違いを示し
たもので内容的には中学校でも学ぶものである．防災
と関わらせながらの読図で氾濫原の新旧地形図の比較
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に１ページ，そして地域調査の中で地域変容を捉える
ことを目的とした新旧地形図の比較に１ページをあて
ている．
　４単位科目の地理 Bでは，さらに地形図の扱いは
多くなる．二宮書店版では，地域調査と関連して５ペー
ジが使われている．丸亀（城下町）を例に地図記号や
等高線など地形図の基礎が扱われ，長野（門前町，県
庁所在地）では新旧地形図から地域変容を読み解いて
いる．地形に関しては６ページをあて，火山地形，河
岸段丘，扇状地，氾濫原，砂嘴，カルスト地形につい
て説明している，都市・村落では本節中に１つ（自然
堤防上の村落）を示し，さらに２ページで，新田集落，
条里制，麓集落，散村，屯田兵村，納屋集落，門前町，
宿場町の地形図を扱っている．
　帝国書院版では地域調査と関連して地図記号や縮尺
など地形図利用の基礎および新旧地形図の比較を２
ページで扱っている．例としてはニュータウンを用い
ている．地形学習においては，台地と低地，等高線，
V字谷，扇状地，河岸段丘，自然堤防に関して６ペー
ジをあてている．都市・村落学習では，２ページで村
落形態（条里村，散村，新田集落，屯田兵村），２ペー
ジで都市地域の地域変容（長野，川崎）を扱っている．
　以上，中学校と高等学校の教科書から地形図学習を
概観すると，中学校においては地図記号，縮尺，等高
線など地形図の基本的な記述方法について扱うことが
中心となっているのに対して，高等学校では，地形や
集落形態などの読図，地域調査での活用など応用的な
利用に重きが置かれる傾向がある．こうしたすみ分け
は，長年にわたる地図・地形図教育の中で定式化した
ものと考えられる．
（２）地形図と電子地形図 25000 の学習の違い
　電子地形図 25000 における地形図学習は，従来の地
形図学習はどのような違いがあるのか．形式的な問題
と概念的問題，読図等内容的問題に分けて検討したい．
　ⅰ）　形式的問題
　地形図に関する形式的な記述は，中学校においては
少なく，基本的には高等学校の学習の中に含まれる．
地球儀や小縮尺の地図も含めて，地図体系全体の中に
地形図を位置づけるという学習内容と関わっている．
　具体的には，帝国書院版地理 Bにおいて，次のよ
うな記述がある．
　「国土地理院が発行する地図には，縮尺の大きなも
のから順に国土基本図，地形図，地勢図（縮尺 20 万
分の１），地方図（縮尺 50 万分の１）などがある．こ
のうち，日本全土を網羅する地形図は，縮尺が２万
5000 分の１と５万分の１である．前者は空中写真や
現地調査を基にした実測図であり，後者は実測図を基
に編集してつくられた編集図である．」すなわち，着
目点は，縮尺および作成方法である．
　二宮書店版地理Bでは，次のような記述がある．
　「地形図とは，国土地理院発行の１万分の１，２万
5000 分の１，5万分の１の地図をいう．現在，日本全
国を網羅している地形図は，２万 5000 分の１と５万
分の１で，１万分の１は，大都市域に限られる．」側
注には「２万 5000 分の１地形図１枚の範囲は，緯度
５分，経度７分 30 秒の範囲だが，高緯度ほど小さい．
平成 14 年式から地形図は，全国一律の大きさにした
ため，この範囲の他に隣接図との重複部分がある」．
帝国書院版と同様，縮尺に着目するほか，緯度経度に
関することを記すことで科学的な地図の作成方法につ
いての暗示がある．
　これらは，電子国土基本図体系のもとではどう変わ
るのであろうか．
　まず，縮尺の問題である．現時点で，電子国土基本
図体系のもとで，提供されている地形図は２万 5000
分の１の縮尺のみである．５万分の１については，地
域の変容を検討する場合，重要と考えられるので，電
子地図 25000 のデータを使い，単純縮小もしくは一部
データを強調した形で電子地形図として提供が検討さ
れている（電子国土基本図のあり方検討会　2013）．
また，１万分の１に関しても，電子国土基本図の持つ
データの精度から十分提供が可能であること，都市部
を中心に一定の需要が見込めることから，今後刊行さ
れる可能性は高い．ただし，これらは従来の紙媒体に
よる提供ではなく，インターネットを通じてオンデマ
ンド方式で提供される可能性が高く，記述には工夫が
必要であろう．
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　また，帝国書院版にある実測図，編集図に関する記
述も変更せざるを得ない．前述のように電子地形図
25000 は電子国土基本図のデータから作成されること
になっている．電子国土基本図のデータは，国土地理
院が実測したものだけでなく，さまざまな機関から資
料提供を受けてつくられたものが含まれている．した
がって，電子地形図２万 5000 分の１は，編集図とい
うことになる．だが，今後，デジタル化がさらに進め
ば，実測図，編集図という区別は意味をなくなると思
われる．すなわち，測量されて得られたデータはすぐ
にデジタル化される．そのデータを直接使えば，いか
なる地図であっても実測図であるとも考えられるから
である．逆にデジタル化され整理された測量データを
使っているから編集図であるということもできる．
　二宮書店版の側注にある図郭に関する記述も一部変
更が必要であろう．定型版の地形図では２次メッシュ
の図郭を用いるため，問題はない．しかし，オンデマ
ンド版では自由に図郭を設定することもできる．また，
出力サイズもA4～A0まで５つの選択が可能である．
　ただしこうした，いわば形式的な問題は単純に記述
を工夫することで対応可能であろう．
　ⅱ）概念的問題－縮尺（スケール）と精度
　次に，地形図の本質にもかかわる「縮尺（スケール）」
の問題について検討したい．従来の紙媒体の地形図で
は「縮尺（スケール）」は固定されたものであった．
そして固定された「縮尺（スケール）」ごとに「精度」
が決まっていた．
　国土基本図体系では，コンピュータでの利用が前提
となっており，地図データは基本的にベクトルデータ
として保存されている．そのため，「縮尺（スケール）」
はユーザーの側で自由に変更できる．つまりコン
ピュータ上では「縮尺（スケール）」という概念は意
味がないともいえる．「縮尺（スケール）」に代わって，
重要になったのはデータの精度である．データがどの
程度の誤差を含んでいるかということであり，このこ
とは地図に表示した場合の拡大限界を示しているとも
いえる．一見すると何ら問題がないように思えるが，
地理学習の点では重要な問題を含んでいる．
　通常，地理学習においては，縮尺（スケール）に応
じて注目すべき地理的事象や内容が変わる．例えば，
都市という事象を考えてみよう．日本全体，つまり
50 万分の１程度の縮尺では，都市は点的事象と捉え
ている．都市の配置，都市システムを考える際の基盤
となる．20 万分の１程度の縮尺では大都市圏といっ
た考察できる．さらに５万分の１では面的事象として
とらえ，市街地の広がりを把握するのにふさわしく，
２万 5000 分の１では街路網などの都市形態を考察す
る．１万分の１ではより詳細に市街地の内部構造を検
討することが可能となる．
　自然地理的な事例では，例えばフォッサマグナとい
う断層帯を連続的にとらえるには 20 万分の１程度の
縮尺が必要であるが，断層による崖の形態等を検討す
る場合は５万分の１もしくは２万 5000 分の 1 の縮尺
が必要である．日本列島の気候を全体として把握する
には 50 万分の１程度の縮尺が必要であるが，斜面の
温暖帯などを検討するには５万分の１もしくは２万
5000 分の１の縮尺が必要となる．
　これまで，地形図は，主として１万分の１，２万
5000 分の１，５万分の１の３つの縮尺のものが発行さ
れてきた．しかし，それらは単に拡大・縮小して描画
範囲を変えたものではない．縮小すれば情報が込み
入ってくるため，一定の基準を設けて省略して表現し
ているのである．そうした作業をすることで，読図を
容易にしていたともいえる．たとえば，等高線は，
２万 5000 分の１の地形図では 10mごとに主曲線が描
かれるが，５万分の１の地形図では 20mごとになる．
また，大都市を中心とした市街地で刊行されてきた
１万分の１の地形図では，個々の建造物も描画してい
たが，２万 5000 分の１および５万分の１の地形図で
は総描が用いられてきた．つまり，地形図においても
縮尺（スケール）に応じて，地図上に記載する事象が
合理的に選択され，また，それにふさわしい表現様式
がとられてきた（高橋 1988）のである．
　これまでの紙地図を中心とした地形図体系のもとで
は，「縮尺（スケール）」は地理的な見方・考え方との
かかわりで重視されてきたものの，「精度」には重点
が置かれていなかった．「縮尺（スケール）」に付随す
‒ 36 ‒
環境共生研究　第７号　（2014）
る事項として「精度」が扱われてきた．しかしながら，
「縮尺（スケール）」と「精度」は本質的に異なる概念
である．「縮尺（スケール）」は，地物をどの程度小さ
くして描いているかということだけではなく，何を地
図に表現するかといった事項も含まれている．地図に
描かれた集合体としての見方である．そこには「縮尺
（スケール）」によって表現方法や読解内容が異なると
いう意味が暗黙の了解事項として存在している．一方，
「精度」という概念は個々の地物がどの程度正確な位
置情報を保持しているかという概念で，個々の地物に
対して独立して与えられている．「精度」は，個々の
地物を描きうる地図として最も大きな縮尺を定義する
が，どこまで小さな縮尺に適応できるかは定義しない．
技術的には電子地形図 25000 が保持している「精度」
の地図情報を用いて，５万分の１や 20 万分の１の縮
尺さらには日本全体が入るような 500 万分の１の縮尺
の地図も生成できる．しかし前述のように，電子地形
図 25000 のもつ地図情報を 500 万分の１の地図規格の
大きさ（78.8 × 109.1cm）にそのまま描いたとしら、
情報が混在して読み取ることはできない．つまり，「地
図」としては意味をなさないのである．
　これからの地図・地形図教育では「精度」の概念を
明示的に加えるとともに，「縮尺（スケール）」を，対
象とする地域規模に応じて地図に表現すべき対象とそ
の表現様式を定義付ける概念として再構築していく必
要がある．
　ⅲ）内容的問題
　地形図学習においては，地形図に描かれたことを読
み解くこと，すなわち読図が重要である．従来の地形
図から電子地形図 25000 に変わることによってどのよ
うな変容があるかみていく．
　従来の地形図は３色刷であったが，多色刷に変更さ
れた．多色刷にすることによって視覚認知度は高まっ
た．例えば市街地においては建造物等さまざまな地物
を黒１色で表現してきた．電子国土地形図 25000 では
建造物を橙色で表現することでより認識がしやすく
なった（オンデマンド版では，グレー，ピンク，オレ
ンジ，橙の選択が可能）．また，建造物が総描される
ことなく表記されているので，都市内部構造について
も一定の読図が可能となっている．都市景観や都市の
成り立ちもより判読がしやすくなる．
　従来の総描表現では，市街地であることはわかるも
のの市街地内部の差異など判別しにくいものがあった．
例えば第１図は，大宮駅周辺の従来表現の地形図と新
表現の地形図である．西口，東口とも商業・サービス
業機能が卓越しているが，再開発事業との関連でその
景観は大きく異なっている．従来表現では総描が行わ
れているため判読は難しかったが，新表現では，建物
の大きさや構造（普通・堅牢・高層）示されているこ
とから，判読が可能である．
　一方，地図記号等の変更によって，判読ができなく
なった事象もある．例えば，川口市は，「キューポラ
の町」として，古くから鋳物工業が盛んな町として知
られてきた．近年の社会経済状況から，工場の転換が
急速に進んでいるとはいえ，現在でも町中に工場が点
在する．従来の地形図には工場の記号があるので住工
第１図　大宮駅周辺の地形図（左　平成 13 年発行与野及び平成 14 年浦和、右　電子地形図 25000（平成 25 年）　
　　　　　　　印刷の都合上、画像の縮尺は正しくない）
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商の機能が混在しているということを判読することが
可能であった．しかし，新しい地形図においては工場
の記号がなくため，判読不能なった（第２図）．
　次に，地形，集落に分けて読図上の変容と課題につ
いて検討する．
　地形については，従来の地形図においても電子地形
図 25000 においても等高線で起伏が表現されている点
については変わりがない．違いは電子地形図 25000 で
は，陰影表現が採用されていることであり，そのため
立体的なイメージが得やすくなった．従来の指導では
尾根線，谷線を描かせる，地形断面図を作成させるな
どの作業を課すことで，地形の把握を促してきた．し
かしこれらの作業は時間もかかるうえ，学習者の理解
には大きな差があった．しかも，等高線を細かく読ま
せる学習に関して，米地（1990）のようにその意味に
疑問を示すものも少なくなかった．卜部（2014）が指
摘するように陰影表現の採用は，学習者に地形の概要
を容易に把握させうるという点では好ましいことであ
る．ただし，この陰影は，人間の錯覚を利用したもの
で，北西から光が当たっているという仮定で付けられ
る．すなわち，実際の光の当たり方とは異なっている
のである．山地地域には，日向，日陰といった気候地
名があるが，日向の影が施され，日陰に光が当たって
いるように表現されることには注意したい．
　第３図に示すように扇状地の学習では，形態ととも
に土地利用の特色を合わせて検討してきた．扇状地で
あれば等高線は描かれているので，地形自体の読図に
は変化はない．しかし，植生界は標準の電子地形図
25000 では表記されない．果樹園や畑の記号は維持さ
れているものの，それらを着色するという作業は難し
くなった．
　氾濫原では，従来から等高線で微地形を表現するこ
とは無理であったので，水田，宅地，畑を着色するこ
とによって，間接的に自然堤防を判読するということ
を行ってきた．しかし，植生界は標準の電子地形図
25000 では表記されていいないことに加え樹木に囲ま
れた居住地という記号がなくなったため判読は一層難
しくなった．とはいえ，本来は，地形は地形として把
握し，そのうえで土地利用の関係を考えるという本来
の在り方であろう．とすれば，地形図だけですべてを
行うことには無理があったのかもしれない．
　集落等に関しては，道路形態，地割や地名が判読の
鍵となっている．条里集落や屯田兵村に関しては電子
地形図 25000 と同様の読図を行うことができる．今尾
（2014）も指摘しているが，読図が最も難しくなるのは，
散村であると思われる．樹木に囲まれた居住地という
表記が屋敷林に囲まれた農家のありようを明確に示し
ていた．しかし電子地形図 25000 では，この表記は標
第２図　川口市金山町付近の地形図（左　平成 13 年発行赤羽　右電子地形図 25000（平成 25 年）　印刷の都合上、
　　　　　　　画像の縮尺は正しくない）
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準設定されない．一方，すべての建造物，例えばハウ
ス栽培等の施設は表記されている．散村の特徴はわか
りにくくなったと言える．同様に，樹木に囲まれた居
住地という記号がなくなったことで読図が困難になる
ものに武蔵野の新田集落がある（第４図）．武蔵野の
新田集落の伝統的土地利用は，開拓道路に沿って樹木
に囲まれた屋敷が存在し，その背後に耕地，森林と順
に配列している．場所によっては，都市化が進展によっ
て，土地利用から判読することは困難である．しかし，
樹木に囲まれた居住地から新田集落という歴史を持つ
ということは判読可能であった．しかし，電子地形図
25000 での判読は難しい．
　電子国土基本図体系のもとでは、オルソ化された空
中写真をはじめさまざまなデータがデジタルで提供さ
れている．読図にあたって，これらを併用することが
必要であろう．
５．電子地形図 25000 のもとでの地図・地形図教育
　電子地形図 25000 は，電子国土基本図体系の一つの
表現形態である．そして電子国土基本図体系は，地図
データのデジタル化が前提にある．とすれば学校教育
における地図教育もデジタル化に対応したものに変容
する必要がある．秋本（2001）は，GIS の進展を見据
えて，地形図教育が変容せざるを得ないことを予察的
に述べたが，それを具体化することが今日の課題であ
ろう．幸いなことに，2001 年の時点に比較し，学校
における情報基盤の整備は進んでいる．また，佐賀県
のように県立高校の新入生全員にタブレット PCを購
入させること決定した自治体もある．今後も好むと好
まざるにかかわらず社会の情報化は進展するであろう
し，学校教育においても ICT の活用は一層進んでい
くものと思われる．これらを十二分に活用する必要が
あろう．
　ただし，初等中等教育における地図・地形図教育の
最終的な目標は，コンピュータ等の操作を覚えて，デ
ジタル化された地図・地形図を使うことではない．東
日本大震災で被災した宮城県七里ヶ浜町においてハ
ザードマップの作成に携わった宮城（2013）はその経
験を踏まえて，日本学術会議地域研究委員会・地球惑
星科学委員会合同地理教育分科会で行われた講演のな
かで次のように述べた．
「災害に際して，地図を見ながら避難した人はいない．
ただ，ハザードマップを作製した経験から，地域の様
子が頭の中に入っており，どう行動したらよいかが分
かっていたのではないか．」
「住民や公的機関等から提供された情報の整理に GIS
は使っているが，住民への情報提供や議論のために示
した地図は紙の地図である．」　
第３図　扇状地の読図（帝国書院版）　土地利用が着色されている。
‒ 39 ‒
地形図体系の変容とこれからの地図教育
　つまり，地域の実情をきちんと理解すること，しか
もそれが個人ではなく住民集団として理解しているこ
とが大切であることであり，デジタル化されたデータ
ではなく，紙に描かれた地図が住民の共通理解を図る
ためのツールになっていることが指摘されたのである．
　地図・地形図教育の目標は地域の地理的な特長を知
識として身につけることと，共通言語としての「地図・
地形図による表現」を理解して地図を適切に使うこと
をできるようにすることであり，七里ガ浜町の住民は，
ハザードマップを作成するとういう体験を通じてそれ
を身につけたということになる．
　宮城の実践は，社会教育での地図・地形図教育とい
うことができる．学校教育においても，学校の環境を
生かしつつ，効果的な地図・地形図教育を考えること
が必要である．
　共通言語としての「地図・地形図による表現」の基
本にあるのは，やはり「縮尺」「記号化」「地形表現」
であろう．これらの基本を効果的に身につけさせるた
めに，電子地形図 25000 だけでなく，さまざまなデー
タを使っていくことが肝要である．
　前述のように，縮尺（スケール）は地理的な見方・
考え方の一つとして重要である．中学校及び高等学校
学習指導要領解説においても，諸事象の広がりや地域
の大小といった記述がある．従来の地図・地形図教育
では１万分の１地形図，２万 5000 分の１地形図，
５万分の１地形図および 20 万分の１地勢図等を比較
させることで，見える範囲と着目すべき事象の違いを
教授してきた．
　しかし，前述のように，電子化され提供される地図
は縮尺（スケール）という概念を持っていない．だが，
一覧する範囲と着目すべき事象が関連しているという
ことについては，地図が電子的に提供されたとしても
第４図　　小平市青梅街道周辺の地形図（上　平成 12 年発行　立川　下　電子地形図 25000（平成 25 年）印刷の
　　　　　　　　都合上画像の縮尺は正しくない）
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変わらない．民間企業が提供し広く利用されている
Google Map や国が主導する電子国土では，地球全体
から，2500 分の１相当のまでシームレスに表示可能
であるが，背景地図や表記方法は，いくつかの段階で
切り替わっている．例えば，電子国土では，背景とな
る標準地図は 6 段階に大きく変わる．また，解像度
（ズームレベル）が最も大きいものを除き，各段階の
表示内容は３ないし４段階でかわる．そしてズームレ
ベルによって表示可能な地図は異なる（第２表）．そ
してコンピュータで扱うことを前提としているため，
縮尺（スケール）ではなく，ズームレベルという表現
を用いているが，一覧する地域の範囲と表示内容に対
応関係があることは明らかである．縮尺（スケール）
という言葉を用いるかあるいはズームレベルという言
葉に置き換えるかということは別として，扱う地域範
囲と考察すべき内容には対応関係があるということに
ついて，地理的な見方・考え方の基礎として指導すべ
きであるということは変わらない．
　むしろ，国土基本図体系のもとでは，縮尺（スケー
ル）の概念はより重要性を増すとも考えられる．デー
タの精度から，一定以上にスケールを大きくすると意
味をなさないというデータが存在するからである．例
えば，宅地利用動向調査は 1997 年までは 10mのメッ
シュデータとして，2000 年以降は 5000 分の１の縮尺
の地図を記図としたポリゴンデータとして提供されて
いる．したがって一定の縮尺以上に拡大していくと分
析の意味，表示の意味はなくなってしまう．逆に一定
の縮尺以下に縮小すると細かな分類などは意味をなさ
なくなる．そのため，提供されるズームレベル 13 ～
16 に限定されている．そして，市街地の広がりを考
える場合は 13，14 のレベルが適している一方，市街
地内部の土地利用の差異を検討する時には 15 ないし
16 レベルが必要になる．
　中学校のレベルでは，縮尺（スケール）とそこから
わかる内容が異なるということを直感的に理解できる
ようにすることが大切である．ここでは衛星画像―航
空写真を観察させ，そのあとで地図－地形図を観察さ
せるようにするとよい．地図－地形図では何に着目す
べきかいうことを明示的に表現していることが理解で
きるようである．
　高等学校のレベルでは，より詳細にスケールごとに
観察すべき内容や分析すべき内容について考察する．
逆にいえば，ある具体的な地理的事象に関してどのス
ケールで分析考察すべきかについても考えさせていく
必要があろう．第３表はブリューネによって示された
地理的事象と空間スケールの対応関係についてまとめ
たものである（高橋 1988）．こうした作業を地理的な
考察のまとめとして扱うことが必要である．
ズームレベル 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
標準地図 地球地図（標高） 小縮尺地図（500 万分 1） 小縮尺（100 万分の 1）
電子国土基本図（一部小
縮尺地図（20 万分１）の
情報を含む）
電子国土基本図（25000）
電子国
土基本
図
（2500）
写真 △
色別標高図
都市圏活断層図
明治前期の低湿地
土地条件図／数値地図（土地条件）
土地条件図／初期整備版
沿岸海域土地条件図
治水地形分類図
火山土地条件図
火山基本図
地球地図／全球版
20 万分 1土地利用図
宅地利用動向調査
湖沼図
閲覧可能なズームレベル
△ 一部閲覧可能
なお、いずれも情報提供がなされていない範囲がある。
電子国土ポータル（http://portal.cyberjapan.jp/help/howtouse.html）より作成
第２表　電子国土におけるズームレベルと表示される地図
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　「記号化」も重要な概念である．電子地形図 25000
における地図記号は基本的に従来の地形図を踏まえた
ものであるので，これまでの学習指導を踏まえて行う
ことが可能である．もちろん，中学校や高等学校では
個々の地図記号が何を示すのかということを機械的に
覚えることを要求されているわけではない．記号化の
意味や必然性など総合的に考える必要がある．今回の
改定に当たって，「工場」の記号がなくなった．これ
に関して，技術的問題だけでなく，日本全体の産業構
造の変化などを合わせて考察させることが必要である．
また，植生界とともに「樹木に囲まれた住宅」といっ
た表現も信頼性が維持できないことから廃止された．
また，データの精度，信頼性といった基礎的な事項も
考察させておく必要がある．
　「地形表現」に関しては，電子地形図 25000 におい
て陰影表現がなされことで読図がしやすくなった．も
ちろん，従来型の地図・地形図教育でも行われてきた
ように，谷線・尾根線の記入，地形断面図や段彩図の
作成といった作業を通じて「地図・地形図による表現」
を体験的に理解していくことは効果的である．しかし，
これらの従来型の手法は，相当な時間がかかる．これ
らの状況を改善する上で電子国土基本図体系に基づく
教育は効果的であろう．電子国土基本図体系では，メッ
シュ標高データも提供されている．このデータを使え
ば，地形段彩図は簡易GIS で容易に作成できる．また，
GIS の技術がなくてもインターネットさえ使えれば，
国土地理院のサイトを使って地形段彩図や 3D表現の
地図を閲覧することも可能である．従来の１枚の地形
図を使ってじっくり作業するという方法に加えて，多
くの地形図をみることで理解を促すという方法をとる
ことが可能となった．さらに，自然堤防等のように土
地利用を介して，地形を間接的に把握してきた事象に
第３表　等様式空間のスケール　（ロジェ・ブリューネによる）
階層 名　　　称 具　　　体　　　例 規　　　模 研究のスケール
Ⅰ
地帯
Zone
第１次スケール　例：熱帯，モンスーンアジア，
　　　　　　　　　　アフリカ大西部の山系
107km2 1000 万分の１以下
Ⅱ
領域
Domaine
第２次スケール　例：ライン流域，アルプス 106km2
100 万分の１
～ 500 万分の 1
Ⅲa
地方
Provice
第３次スケール　例：フランスの地中海地域，
　　　　　　　　　　フランスアルプス
105km2 50 万分の１
Ⅲb
地域
Region
第４次スケール　例：シャンパーニュ，
　　　　　　　　　　フランスアルプス前地
104km2
20 万分の１
～ 10 万分の 1
Ⅳ
地区
Pays
第５次スケール　例：シャンパーニュのブドウ栽培地域，
　　　　　　　　　　シャルトルーズ
500 ～ 1000km2
5 万分の１
～ 2万分の 1
Ⅴ
街区
Wuartier
第６・７次スケール　例：小山塊，市街地 5 ～ 50km2
1 万分の１
～ 5000 分の 1
Ⅵ
ブロック
Ilot
長さ 100mほどの形態　都市の街区、耕地の小字 1ha ～ 1km2
2000 分の１
～ 1000 分の 1
Ⅶ
地所
Parcelle
小生活圏，建物，微地形（第７・８次スケール） 1a ～ 1ha
500 分の１
～ 100 分の 1
高橋（1988）より引用
第５図　数値地図 5mメッシュ（標高）データによる表現（左）と地形図（右）
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関しても，メッシュ標高データや標高のポイントデー
タから直接地形の把握が可能である（第５図）．むし
ろ地形は地形として把握することで，自然と人間との
関係を論理的に説明することが可能となったといえよ
う．
　地形図は，一般図という性格があるため，さまざま
な情報を混在して表現している．そのことが，長所で
もあり短所でもあった．電子国土基本図体系のもとで
は，標高や土地利用なども個別に扱うことができる．
教育のプロセスにおいてはこれを効果的に使うことが
重要であろう．
６　おわりに
　紙媒体の地形図から電子国土基本図体系への変化に
伴って，地図・地形図教育も変わらざるを得ない．そ
れには，教育一般の課題としての情報化への対応とい
う側面と地図・地形図教育固有の側面がある．地図・
地形図教育固有の側面としては，「縮尺（スケール）」
と「記号化」など表現に関することに集約される．地
図は，地表面の諸事象を縮小して再現したものである．
つまり「縮尺（スケール）」は極めて重要な概念であっ
た．しかし，電子化されたことで，コンピュータ上で
画像を自由に拡大，縮小できるようになり，「縮尺（ス
ケール）」本来の意味が失われることとなった．しかし，
地理的な見方・考え方を重視すれば，「縮尺（スケール）」
の重要性は変わらない．電子国土基本図体系のもとで，
「縮尺（スケール）」概念を再構築する必要がある．ま
た，「記号化」などの表現に関しても，掲載された記
号を機械的に覚えることよりも，「記号化」そのもの
の意味を理解することが重要になってきたといえる．
　とはいえ，さまざまなデータが電子データとして格
納されたとしても，そのままで認識できる人間はほと
んどいない．地図という視覚伝達手段を介することで
初めて理解できる．したがって電子国土基本図体系の
もとでも，地図・地形図教育の本質は変わらない．す
なわち，電子国土基本図体系によって，地図・地形図
教育において，地図・地形図そして地理学のより本質
的な理解が求められるようになったといえよう．
　この小論を平成 25 年３月で環境共生研究所所長を
退任された犬井正先生に献呈し、今後とも獨協大学の
学長として大所高所からのご指導をお願い申し上げま
す．
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　　In Japan, National basic map system had changed to digital map system from topographic map on the paper. 
Map education inevitably changed by this situation. 
　　The author point out the concept of scale and reading map are important change.
　　In geography education, "scale" is an important concept. It was also important in the paper map. However, 
there is no concept of scale in the digital map. Therefore, we have to need to rebuild the concept of "scale" under 
the digital map system. 
　　The digital topographical map, as compared to topographical map on the paper, it is possible to read landform 
easily. On the other hand, there are feature that cannot be read. However, it can be complemented by use of other 
digital special data. 
　　Under digital basic map system, more essential understanding about map is required.
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